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ロータリーは世界をつなぐ

行事予定
9月26日 部門セミナー報告
　　　　（公共イメージ、会員増強、
　　　　職業奉仕、Ｒ財団部門）
10月 3日 ガバナー公式訪問準備
　　　　第５Gガバナー補佐
　　　　　島村　健　様
10月10日 ガバナー公式訪問
　　　　RID2770ガバナー
　　　　　小林　操　様
10月19日 社会奉仕事業
　　　　藤村病院健康フェア
10月24日 世界ポリオデー
　　　　上尾３クラブ合同例会
10月31日 定款の規定により休会

2019-2020年度　須田 悦正 会長会長あいさつ
　皆さまこんにちは。本日はお忙しい中、本年度第10回例会に多数の
皆さまにお越しいただきまして、誠にありがとうございます。本日は
地区会員増強維持委員会の白井智子様、お越しいただきまして大変あ
りがとうございます。後程ご挨拶をお願いいたします。
　まずは先週の会長挨拶で、今年は天災が少なくこのまま天災なく過
ごせるといいですね。といったとたんに台風15号が来て、びっくりす
るくらいの災害が起こってしまいました。災害にあわれた方々やその
土地土地の人々にお見舞い申し上げるとともに、一日も早い日常の生
活がもどることを願ってやみません。
　先週は樋口直前会長の慰労会でした。参加された皆様、お忙しい中
大変ありがとうございました。慰労会の中で、樋口直前の人生の中で
最も褒められた時間だったのではないでしょうか。これでもかという
くらいお褒めの言葉を皆さんが投げかけられている姿を見ていて、素
晴らしい充実した1年間だったと改めて思いました。
　本当に素晴らしい1年間を過ごされた樋口直前会長・宇多村幹事、改
めてありがとうございました。私も、あれくらい褒められたいので、
会長が「天災」とならず「天才」になれるよう頑張ります。
　さて、私事ですが今週の月曜日・火曜日と東北地方に出張に行って
きました。新米の時期が本格的になる前の、圃場視察及び生産者への
挨拶を兼ねてです。
　今年のお米はずばり「豊作」です。これは間違いありません。もし
不作だった場合、1年分のお米を皆さんに差し上げます！　昨年度がだ
いたい通常より10％ダウンでしたので、今年は昨年と比べて20～30％
程度の差がでてくるのではないかと思います。ただし、量は取れても
品質に関しては地域によって大きく差が出てくるように感じています。
どことは言えませんが、ある地域のお米の品質に関して今年はあまり
良くない傾向にあります。
　これから怒涛の3か月が始まります。少しでも美味しいお米を皆さん
にお届けできるように健康に注意してがんばります。そこで、本日は
少し会長挨拶の趣向を変えて、「田んぼの秘密」をご紹介したいと思
います。

ビジター
地区会員増強維持委員会委員
　　白井智子様（浦和東RC）
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例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　東武バンケットホール４F（ポリアス）
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白井智子様（浦和東RC）　　
　本日は地区会員増強維持委員として参りました。
　よろしくお願い申し上げます。

須田悦正会長　　新米の時期が始まりました。
　　　　　　　　体調に気を付けてがんばります。
樋口雅之会員　　連日のゲリラ豪雨、
　　　　　　　　皆さん、気をつけましょう。
芳賀克久会員　　先週は家族旅行でディズニー
　　　　　　　　ランドへ行ってきました。

斎藤修弘幹事／宇多村副会長／深澤副幹事
大塚信郎会員／小林邦彦会員／大塚崇行会員／
島村会員／齋藤博重会員／久保田会員／藤村会員／
野瀬会員／長沼会員／坂本会員／小田切会員／
丹井会員／坂会員　　　　　　

ラブへ提供。マイロータリーのロータリーショーケース
の活用を推奨。ここで、毎年行っている事業はマンネリ
化している傾向があるようなら、リノベーションをすべき
とのことでした。
（５）自然災害発生時に義捐金の募金活動や支援体制
について、ガバナーのもと、速やかに対応。
（６）他部門、他団体との連携協調を奨励。
（７）点字名刺の普及、啓発を推進。
（８）ブライダル委員会の活用。
　そして大塚崇行部門委員長が所属する全優石さんの
「津波記憶石プロジェクト」の動画が放映され、セミナー
会場にいたロータリアンの胸を打ちました。
　私は、小池委員長が仰っていた、「奉仕活動は、手間を
かければかけるほど感動につながるよ。奉仕活動をどう
せやるなら真剣に。」という言葉が印象に残りました。報
告は以上です。

　　社会奉仕部門では、
小池洋士地域社会奉仕委
員長による委員会活動計
画が発表されました。
（１）ロータリー財団地区補
助金を活用とした社会奉
仕事業の支援。
（２）公益財団法人　埼玉県腎・アイバンク協会への人
道支援の促進を図るため、事業の啓発を通じて登録を
推進。そして献眼登録・賛助会員登録ともにガバナー公
式訪問での贈呈式を奨励。
（３）PETボトルキャップ回収事業について継続して事業
を推進。当クラブは昨年1トンほどの回収をして、地区74
クラブ中、５位の成績でした。
（４）継続事業の再評価、検証、新規事業のアイデアをク

会員数　　      ３8
出席数　     　 25
欠席数            13

出席率  65.79％

社会奉仕委員会　長沼　大策委員長

2019～2020年度 8月　出席表

ROTARY CLUB OF AGEO

ビジターあいさつ

米山記念奨学会功労者表彰

おめでとうございます！

小林邦彦会員、藤村会員、須田会長

地区会員増強維持委員会委員　白井智子様（浦和東RC）

斎藤　修弘幹事
幹　事　報　告

近　況　報　告

　先日の台風で、庭の木が
倒れてしまい、家のテラス
に掛かってしまったので、
仕事も大事ですが、倒木の
枝落としをしました。一昨
日の豪雨もひどくて、事務
所は一瞬停電してしまいました。停電のせいで、一日か

坂本　忠光会員

◇地区のパンフレットコン
テストの制作が順調に進ん
でいます。
◇「上尾・桶川・伊奈暴力
排除地域安全大会」が10
月19日13:30から上尾市
文化センター大ホールで開催されます。防犯功労者の
表彰が行われ、アトラクションではゴルゴ松本さんの講
演があるそうです。ご興味がある方は幹事までご連絡く
ださい。

■小さい田んぼと大きい田んぼとでは、美味しいの
は小さい田んぼです。理由は、小さい田んぼの方が
水温の寒暖差が大きくなるからです。
■川沿いの田んぼと平野のたんぼとでは、美味しい
のは川沿いの田んぼです。理由はやはり温度に関係
していて、川はずっと水が流れているので付近の地
温が低いためです。また昔氾濫がよくおこっていた
場所の地力＝土壌のミネラル分が豊富なためです。
■稲の間隔で、狭いのと広いのとでは、広い方が美
味しいです。理由は、風の通り道・光の差し方（雑
草）・根の張り方が変わってくるためです。ただし
間隔が広いと雑草が生えてしまうので、現在は中間
の間隔になっています。
■山間部と平野部とでは、山間部の方が美味しいで
す。これは先ほど申し上げた広さとも同様で山間部
の方が小さい田んぼだからです。また一般的に棚田
が美味しいと言われています。山間部の田んぼは小
さくすぐに水を吸ってしまうので、頻繁な水の補充
が必要だからです。ただし生産農家の現状では、山
あいの田んぼは急激な勢いで減少傾向にあります。
お米は日本の文化です。このお米を大事にして後世
に残して行くのが私の与えられた使命だと思います。
　本日の例会主題は、部門セミナー報告です。本日
もよろしくお願いいたします。

　浦和東ＲＣの白井でご
ざいます。本日は地区会員
増強維持委員として来まし
た。増強は皆さまのやる気
にかかっていると思います。
いろいろな奉仕活動や事
業を通して、候補者にお声がけしていただければと思い
ます。
　それとパンフレットコンテストが今年度行われます
が、ぜひ新しいパンフレットができましたら皆さまが携
帯していただいて、いつでも勧誘していただけたらと思
います。
　そして女性会員も１人でも２人でも入会いただけたら
と思います。11月末には女子会を行いますので、候補者
・推薦者がいたらご参加いただければこの会でロータリ
ーの良さを知っていただいて入会のきっかけになると思
いますのでどうぞよろしくお願いいたします。本日はあり
がとうございました。

ROTARY CLUB OF AGEO

例 会 主 題

米山記念奨学委員会　藤村　作　委員長
部門セミナー報告

　皆さまには１人25000
円の寄付をガバナー公式
訪問までに達成したいと考
えています。また10月と３月
が米山月間ですが、寄付者
率も重要になりますので、
よろしくお願いいたします。
　さて米山記念奨学生の世話クラブについて、選考基
準が変わりました。今までは「直前の２年間」でしたが、
今年から「直前の２年間+今年度の半年」が基準になる
そうです。そして寄付額に加え、寄付者率も選考基準に
加わりましたので、ぜひご協力をお願いいたします。

けて作成した書類がすべて消えてしまい、復旧後は徹夜
で書類を作り直しています。庭にはあと何本か木が立っ
ているので、今後の台風に備えて、後日切ってしまおうと
考えています。以上がここ数日の近況報告でした。

クラブ管理運営委員会　深澤　圭司委員長

　まず小林ガバナーの言
葉を一読させていただきま
す。ロータリーの目的は、奉
仕の理想を奨励しそれを
育むことです。2019-2020
年度国際ロータリーのテ
ーマは「ROTARY CONNECTS THE WORLD～ロ
ータリーは世界をつなぐ」として、その目的を持った人々
がともにつながり、インスピレーションを持ち、考える力
をもった人々、それがロータリアンであり、ロータリーで
す。皆さんは新しい活動・新しい思考・新しい何かをしま
すか？　国際ロータリーは戦略的優先事項として４つ
のことを掲げています。それは主にやり遂げる・柔軟性・
革新性・多様性ということです。
　この中で小林ガバナーは「インスピレーションを持ち、
変える勇気」を強調していました。今までの歴史と伝統
を残しつつ、過去に拘らずに新しいことをやっていただ
きたいと強く言っていました。
　当クラブは今年度、ＩＭのホストクラブになっています
ので、クラブが活性化される１つのツールがＩＭだと思
っています。ポリオ根絶とＩＭとで、クラブ活性化につな
げていきたいと思います。

　３つのトピックに分けて
部門セミナーが行われまし
た。１つ目はグローバル補
助金について、２つ目は国
際奉仕委員会からのご案
内、３つ目は国際交流委員
会からのご案内でした。
　今年度、マローニーＲＩ会長の優先事項「行動する」
にこのように書いてあると披露されました。「地区財団補
助金ＤＤＦを十分に活用することで、地区補助金、グロ
ーバル補助金、ポリオ・プラス、ロータリー平和センター
の資金として地域社会及び海外でのプロジェクトを増や
していきましょう」ということです。セミナーの多くの時間
は国際奉仕プロジェクトについてでした。実際に浦和中
ＲＣさんが行っている、水の事業が模範例として説明さ
れました。
　これに加え、私はRID3000インドが行っている事業
が印象に残りました。日本は主に東南アジアを対象にし
て約30～50万円規模の奉仕プロジェクトを合同で参加
して行っていることが多いのですが、インドの事業を４つ
紹介します。
　（１）インド南部タミル・ナードゥ州ペランバルルの零
細事業者を高利貸しから救うためのマイクロファイナン
ス（小口融資）の拡充＝US＄35,000.
　（２）インド南部タミル・ナードゥ州ティンドゥカル・ニコ
ラタイ地区で外科手術を行う手術室を現存する病院に
提供。貧しい地域における医療設備の提供＝US＄
35,335.
　（３）タミル・ナードゥ州などの移動式のマンモグラフィ
ー検診バスを提供。貧しい地域における安価な移動式
ガン検診の提供＝US＄132,000.
　（４）マドゥライ地区で透析センター設立。貧しい地域
における安価な透析の提供＝US＄607,500.
　インド北部のＩＴ産業など経済発展などから巨額な
奉仕事業が行われていて、日本ではここまでは難しいと
思いますが、どのような国際奉仕事業が手をつけやすく
て、且つ国や地域にとって持続可能かどうかを考えまし
ょうということ、東南アジアだけが対象ではないというこ
とが、課題として提示されました。
　私個人としては、上下水道の整備が地域の発展で欠
かせないと考えますので、水のプロジェクトは研究の余
地があるなと思いました。報告は以上です。
 

国際奉仕部門　　宇多村海児副会長


